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生活行動パターンを考慮した被ばく線量評価方法を検討。
本手法による被ばく線量推定値と、個人線量計による実測値を比較し、精度を検証。
推定値と実測値は有意な相関を示し、本システムの妥当性を確認。
屋内において、被ばく線量の推定値は実測値よりもやや低い値を示した。
この誤差要因として、周辺線量当量から実効線量に換算する係数が影響した可能性が示唆。

背景 手法

結果

事故以降、政府は特定の行動パターンを想定して、

集団の被ばく線量を評価（政府モデル）

規制委員会（2013）により、個人が受ける被ばく

線量に着目した対策が重要と指摘

個人線量計を用いた測定は、予測的評価（避難指

示解除後の被ばく線量推定など）が困難

避難指示解除に向けた対策として、生活行動を考

慮した個人の被ばく線量推定がリスコミに有効

【目的】

生活行動パターンを反映した被ばく線量推定方

法（生活行動モデル）の構築と、その精度検証

被ばく線量（実効線量）の推定
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1. 個人線量との比較、精度評価

推定値と実測値で有意な相関を示し、

本評価手法の妥当性を確認

ただし屋内の推定値が過小評価の傾向

= ( × ) ×
 ：1日間で受ける実効線量

：地点iにおける空間線量率（航空機サーベイ結果）
※屋内の値は屋外の値に低減係数（0.4）を乗じて算出

：地点iにおける滞在時間
：周辺線量当量から実効線量への換算係数（0.6）

生活行動パターン情報（ ）個人線量の取得

期間：2019年度～2020年度

データ数 ：36人（各自2-15日間）

生活行動記録：GPSを用いた行動記録

個人線量※測定：Dシャトル
※個人線量は実効線量の代替となる指標値であり、ほぼ等しい値を
示す事から、本研究では精度検証用の実測値として評価

2. 屋内低減係数の検証

屋内空間線量率の、低減係数による

推定値／実測値の比の中央値は1.14

⇒過小評価への影響はない

3. 実効線量換算係数（ ）の検証

個人線量／空間線量率比の中央値は

屋外で0.61、屋内で1.21

⇒屋内での過小評価に寄与

⇒屋内外での線源に対するジオメトリの

違い（立位と座位など）や線量計の装

着状況が影響した可能性


